
秋保かがやき支援学校
【宮城県土木部営繕課】

～ 自己成長と人との関わりを促す学校づくり ～

構造：RC一部SRC造、
S造、W造
地上４階

延べ面積：15,596㎡
建築面積：6,896㎡
完成年度：令和5年度

仙台圏域における知的障害者特別支援学校の狭隘化の解消
と後期中等教育の実践的職業教育の場として整備しました。

【概 要】
○ 校舎を見通しのよい『ロの字形』とし、特徴のある二つの階段とス
ロープが顔をだす『みんなの庭』を中心にお互いの活動の様子がわ
かり、様々な交流が生まれる一体感と活気を生み出している。

○ 正門には、スロープやバスが転回できるロータリー、車寄せを確保、
車寄せは大規模な庇とし、雨等の天候に対応した。

○ 北東正門近くでは、生徒による調理、飲食サービスの実践が可能な
『ドマカフェ』を配置、道路に面した桜並木を生かした歩道を整備
し、校舎に設けた『えんがわテラス』と共に地域に開かれた空間を
計画した。
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